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町
内
の
中
学
生
と
高
校
生
19
人
が

集
ま
り
、
自
分
の
将
来
の
夢
と

重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
、
ど
ん
な
ま
ち
な

ら
住
み
続
け
た
い
か
、
戻
っ
て
き
た
い

と
思
う
か
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

問　企画財政課 ☎ 43-9015

【シリーズ】
みんなでつくる総合計画　― Vol.5 ― ― 10 年後のまちの将来像を描く ―

中
高
生
よ
さ
の
み
ら
い
会
議

み
ん
な
で
話
し
合
う

「
10
年
後
の
ま
ち
の

あ
り
た
い
姿
」　

10 月 12 日開催

映
画
館
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
な

ど
、
友
人
と
過
ご
せ
る
娯
楽
施
設
が
あ

る
と
う
れ
し
い
。

レ
ン
タ
カ
ー
や
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
な
ど
、

交
通
手
段
を
増
や
し
て
便
利
に
す
る
。

リ
モ
ー
ト
授
業
と
の
併
用
で
誰
も
が
学

び
や
す
く
な
る
と
思
う
。

●●● 便
利
な
く
ら
し

気
軽
に
交
流
し
た
り
自
由
に
勉
強
し
た

り
で
き
る
場
所
が
ほ
し
い
。

住
民
や
他
校
の
生
徒
、
観
光
客
、
外
国

人
、
都
市
部
の
人
と
も
交
流
で
き
る
機

会
を
増
や
す
。

公
民
館
や
図
書
館
が
中
高
生
に
も
使
い

や
す
く
な
る
と
う
れ
し
い
。

●●● 居
場
所
づ
く
り

地
域
の
祭
り
や
行
事
を
守
り
続
け
、
伝

統
を
大
切
に
し
た
い
。

丹
後
ち
り
め
ん
な
ど
、
ま
ち
の
特
産
や

魅
力
を
発
信
し
た
い
。

家
か
ら
働
け
る
仕
事
場
が
あ
る
こ
と
。

●●● ま
ち
の
魅
力
・
し
ご
と

町
外
で
「
ど
こ
出
身
？
」
と
聞
か
れ
る

と
、「
天
橋
立
の
近
く
」や「
与
謝
野
町
」、

「
丹
後
」
と
答
え
る
。

旧
町
の
区
分
を
あ
ま
り
意
識
し
て
い
な

い
。

●● こ
ど
も
た
ち
の
地
域
感

全
体
会
で
は
、
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
講

演
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
庁
参
与

の
伊い

藤と
う

伸し
ん

さ
ん
か
ら
「
デ
ジ
タ
ル
×
地

方
創
生
」
と
題
し
、
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
「
デ
ジ
タ
ル
化
は
目
的
で
は
な
く
課

題
解
決
の
手
段
」
と
話
し
、
全
国
各
地

の
実
例
を
紹
介
。「
小
さ
な
ま
ち
ほ
ど

住
民
の
声
を
聞
き
や
す
い
と
い
う
強
み

と
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
住

民
満
足
度
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
10
月
12
日
、
13
日
の
会
議
を
振
り
返

り
、
共
通
す
る
意
見
や
中
高
生
な
ら
で

は
の
意
見
に
つ
い
て
共
有
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
よ
さ
の
み
ら
い
会
議
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
伊
藤
伸
さ
ん
（
一
般
社
団
法
人 

構
想
日
本 

統
括
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
は
、

共
通
の
意
見
と
し
て
「
第
３
の
場
所
が

ほ
し
い
」
と
い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ

た
こ
と
を
挙
げ
、「
家
や
学
校
以
外
の

居
場
所
を
ど
の
よ
う
に
つ
く
る
か
と
い

う
視
点
は
、
世
代
を
越
え
て
共
通
し
て

い
た
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
中
高
生
な
ら
で
は
の
意
見

と
し
て
、
行
政
や
地
域
の
枠
組
み
に
と

ら
わ
れ
な
い
自
由
な
発
想
や
提
案
が

あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
。
ま
た
、「
合
併

か
ら
20
年
が
経
過
し
、
若
い
世
代
の
中

に
は
『
与
謝
野
町
』
を
一
つ
の
地
域
と

し
て
自
然
に
受
け
止
め
る
意
識
が
根
づ

い
て
い
る
」
と
述
べ
、「
枠
に
と
ら
わ

れ
ず
、
未
来
に
向
か
っ
て
『
一
つ
の
与

謝
野
町
』を
ど
う
つ
く
っ
て
い
く
か
は
、

10
年
後
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
る
う
え
で
大
切
な
視
点
で
あ
る
」
と

ま
と
め
ま
し
た
。

中高生よさの　　　 会議と
第２回よさの　　　 会議を開催

み いら
み いら

10 月 12 日、13 日の２日間にわたり野田川わーくぱるにおいて、「中高生よさのみらい会議」
と「第２回よさのみらい会議」を開催しました。ナビゲーターからの講演とよさのまちづ
くりデータブックを参考にしながら、地域の中学校・高校の生徒たち、参加住民の皆さん
が 10 年後のまちの将来像について意見を交わしました。今月号では、その概要をお伝え
します。

中
高
生
の
意
見

第
２
回
よ
さ
の
み
ら
い
会
議

10
年
後
の
ま
ち
の

し
ご
と
づ
く
り

く
ら
し
づ
く
り

ひ
と
づ
く
り　

10 月 13 日開催

◀◀◀ よさのみらい会議で使用した 「よさのまちづくりデータブック」を
◀◀◀ 町ホームページで公開中！

中高生よさのみらい会議に参加した皆さん

上／「よさのまちづくりデータブック」
を見る参加者
左／付せんに意見を書き込む参加者

役
場
が
３
庁
舎
に
分
散
し
て
お
り
、
手
続

き
の
煩
雑
さ
が
あ
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ど

こ
で
も
同
じ
よ
う
に
手
続
き
が
で
き
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
望
ま
し
い
。

●

３
つ
の
分
科
会
で
の

主
な
意
見

町
内
事
業
所
の
情
報
発
信
が
不
足
し
、
若

者
に
仕
事
の
選
択
肢
が
見
え
に
く
い
。

「
下
請
け
構
造
に
よ
り
利
益
率
が
低
く
な

り
や
す
い
」「
ま
ち
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
技

術
が
い
か
さ
れ
て
い
な
い
」「
Ｐ
Ｒ
や
優

遇
措
置
の
不
足
」
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

地
場
産
業
の
衰
退
は
後
継
者
不
足
と
時
代

の
変
化
へ
の
対
応
の
遅
れ
も
あ
る
。

●●● ま
ち
に
「
仕
事
が
な
い
」
と
思
わ
れ
て

い
る
背
景
や
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
し
た
。

し
ご
と 

づ
く
り

「
仕
事
が
な
い
」
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る

空
き
家
や
遊
休
地
な
ど
を
地
域
と
行
政
が

連
携
し
て
、
管
理
・
活
用
す
る
仕
組
み
づ

く
り
が
必
要
。

自
動
運
転
技
術
を
活
用
し
た
、
新
た
な
交

通
手
段
を
導
入
し
て
ほ
し
い
。

●● 空
き
家
や
交
通
、行
政
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

日
常
に
か
か
わ
る
課
題
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
た
。

く
ら
し 

づ
く
り

暮
ら
し
の
便
利
さ
と
安
心
を
両
立

公
民
館
な
ど
の
利
用
申
請
手
続
き
が
心
理

的
・
制
度
的
な
ハ
ー
ド
ル
に
も
な
っ
て
お

り
、
よ
り
開
か
れ
た
多
世
代
交
流
拠
点
と

し
て
の
活
用
が
望
ま
し
い
。

地
域
内
回
覧
板
な
ど
の
情
報
伝
達
手
段
に

加
え
、デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
が
不
可
欠
。

デ
ジ
タ
ル
に
不
慣
れ
な
方
々
が
使
い
方
を

学
べ
る
場
所
や
機
会
の
提
供
が
必
要
。

障
が
い
の
あ
る
方
の
気
持
ち
や
立
場
を
理

解
・
体
験
し
、
物
理
的
な
環
境
整
備
だ
け

で
な
く
「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
が
重
要
。

●●● 交
流
の
場
づ
く
り
に
関
す
る
課
題
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

ひ
と 

づ
く
り

住
民
同
士
の
つ
な
が
り
が

実
感
で
き
る
ま
ち
へ

くらしづくり分科会の様子

ひとづくり分科会の様子

２
日
間
の
会
議
を

振
り
返
っ
て
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令
和
６
年
度
の
主
な
事
業

第
２
次
与
謝
野
町
総
合
計
画
で
掲
げ
た

７
つ
の
分
野
別
方
針
に
基
づ
き
取
り
組

ん
だ
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
個
性
を
い
か
し

　
　
　
　

安
心
し
て
働
け
る
ま
ち

● 

産
業
振
興
事
業　
　
　
１
３
１
４
万
円

● 

自
然
循
環
農
業
推
進
事
業

  

１
２
５
１
万
円

地
元
を
誇
り
に
お
も
い
、

　
　
　
　

人
の
流
れ
を
生
む
ま
ち

● 

移
住
定
住
支
援
事
業　
１
９
９
８
万
円

（
移
住
者
実
績
／
23
世
帯
51
人
）

● 

分
譲
宅
地
管
理
事
業　
　
２
７
５
万
円

み
ん
な
が
自
分
ら
し
く

　
　
　
　
　

幸
せ
に
生
き
る
ま
ち

● 

認
知
症
総
合
戦
略
推
進
事
業１１

６
万
円

● 

障
害
児
通
学
支
援
事
業　
４
０
１
万
円

　令和６年度決算が９月定例会において、全会計とも承認されました。普通会計※の令和７年度への
繰越財源分を差し引いた純繰越額（実質収支）は、7,058万円の黒字となりました。今月号では、令
和６年度の決算を７つの視点からお知らせします。

※ 普通会計 … 一般会計に宅地造成特別会計と土地取得特別会計を加えたもの

決 算 報 告決 算 報 告
令和６年度

つ
な
が
り
で
笑
顔
を

　
　
　
　
　

未
来
に
つ
む
ぐ
ま
ち

● 

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

３
１
７
１
万
円

● 

認
定
こ
ど
も
園
施
設
整
備
事
業

９
０
７
０
万
円

特
集

問　企画財政課 ☎ 43-9015

1 普通会計

歳 入
定額減税により町税は減少、
町債の借り入れは過去最小額

歳 入総額は121億1,259万円
となり、前年度と比較して

２億4,807万円減少しました。町
税は、定額減税の実施によって所
得割などが減少し、全体で9,309
万円の減少。普通交付税は619万
円、特別交付税は1,242万円増加
し、地方交付税総額で1,861万円
の増加となりました。町債は、投
資的経費の減少により1億6,040
万円減少の５億1,128万円と過去
最少額となりました。基金繰入金
は、地域振興基金から7,980万円
を繰り入れるなど、総額で１億
992万円を繰り入れました。

町税
使用料・手数料
諸収入ほか
地方交付税
町債

国庫支出金
府支出金
その他

･･･
･･･
･･･
･･･
･･･

･･･
･･･
･･･

皆さんがまちに納められた税金。町民税、固定資産税、軽自動車税 など
公共施設の使用料、各種諸証明の発行手数料 など
繰越金、繰入金、財産収入、寄附金、分担金・負担金 など
どの市町村でも一定の行政サービスが行えるように、国から交付されるお金
建設事業を行う際に財政負担の平準化や世代間の負担の公平性を図るため、
国などから借りたお金
まちが行う事業に対し、必要性に応じて国から交付されるお金
まちが行う事業に対し、必要性に応じて京都府から交付されるお金
地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、法人事業税交付金など※ 千円単位を切り捨てているため合計が一致しない場合があります

121億
1,259 万円

主
財

源

自

依

存

財
源

町税町税

1818 億億 2,0242,024 万円万円
（15.0％）（15.0％）

使用料・手数料
２億 7,911 万円

（2.3％）

地方交付税

58 億 3,726 万円
（48.2％）

国庫支出金

14 億 5,007 万円
（12.0％）

町債（借金）

５億 1,128 万円
（4.2％）

府支出金
９億 572 万円

（7.5％）

その他
７億 7,713 万円

（6.4％）

諸収入 ほか

５億 3,174 万円
（4.4％）

令和６年度決算報告【特集】

美
し
く
住
み
や
す
い

　
　
　
　
　
　

安
心
安
全
な
ま
ち

● 

地
域
内
公
共
交
通
確
保
維
持
事
業

２
５
２
９
万
円

● 

よ
さ
の
住
環
境
改
善
省
エ
ネ
家
電
買

● 

換
応
援
事
業　
　
　
　
３
９
９
０
万
円

住
民
が
主
人
公
と
な
る
ま
ち

● 

行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
事
業

３
９
５
万
円

● 

地
域
協
働
推
進
事
業　
３
２
４
５
万
円

魅
力
あ
る
教
育
が
活
力
あ
る
人
や

　
　
　
　
　
　

地
域
を
創
る
ま
ち

● 
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

１
億
１
１
２
８
万
円

● 

高
校
魅
力
化
推
進
事
業　
４
５
５
万
円

物
価
高
騰
対
策
関
連
事
業

● 

物
価
高
騰
対
策
生
活
者
支
援
事
業

１
億
２
５
３
３
万
円

● 

定
額
減
税
調
整
給
付
事
業

１
億
６
１
７
８
万
円

● 

商
工
会
助
成
事
業

３
０
８
２
万
円

決算および主な
事業の詳細は、
町ホームページ
からご覧いただ
けます。

歳 出総額は120億2,902万円
となり、前年度と比較し

て２億6,622万円増加しました。
人件費は、人事院勧告や会計年度
任用職員報酬の勤勉手当の支給開
始などにより、全体で１億8,905
万円増加しました。投資的経費
は、学校給食センター施設整備が
増加となりましたが、その他の事
業が減少し、全体で１億4,389万
円減少しました。公債費は、１億
3713万円の繰上償還を実施した
前年度と比較して、２億9,409万
円減少となりました。今後とも、
厳しい財政状況が続くことが見込
まれる中、第３次与謝野町行財政
改革大綱に基づき、持続可能な行
財政基盤の確立をめざします。

人件費が増加、公債費は減少

2 普通会計

歳 出

人件費
公債費
扶助費
補助費等
繰出金
物件費
投資的経費
その他

･･･
･･･
･･･
･･･
･･･
･･･
･･･
･･･

職員給与、議員報酬、会計年度任用職員報酬、共済費 など
町債（まちの借金）の元利償還金
児童手当、障害者自立支援給付費、老人ホーム入所措置費 など
宮津与謝消防組合などの一部事務組合への負担金、コロナ関係補助金 など
介護保険、国民健康保険などの特別会計への繰出金
旅費、備品購入費、委託料、消耗品費 など
学校給食センター施設整備事業や河川改修事業などの建設費 など
貸付金、基金への積立金、維持補修費

義

務

的

経

費

120億
2,902 万円

扶助費扶助費

1616 億億 3,9273,927 万円万円
（13.6％）（13.6％）

公債費

14 億 6,584 万円
（12.2％）

その他
３億 3,563 万円

（2.8％）

補助費等
26 億 2,564 万円

（21.9％）

物件費
16 億 6,086 万円

（13.8％）

投資的経費
６億 6,616 万円

（5.5％）
人件費人件費

2525 億億 2,9522,952 万円万円
（21.0％）（21.0％）

よさの乗合交通の本格運行を開始 自分ごと化会議を初開催 子育て医療支援を高校生相当年齢まで拡大

繰出金

11 億 607 万円
（9.2％）
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特 別会計は特定の事業を行うた
めの会計で、基本的な行政

サービスを行う一般会計から切り離し
て収支を経理しています。６つの特別
会計もすべて黒字決算となりました。
　公営企業会計は独立採算で運営する
際の会計方法で、民間企業と同じよう
に事業収益によって運営をしており、
こちらも一般会計から切り離して収支
を経理しています。２つの会計とも黒
字決算となりました。なお、資本的収
支に不足額が生じていますが、過年度
分損益勘定留保資金（下水道事業は当
年度分）および消費税資本的収支調整
額で補てんしています。

3 特別会計など
すべての会計で黒字決算

▶ 公営企業会計

項目 収入 支出

水道事業
会計

収益的収入・支出 ７億 6,145 万円 ７億 1,308 万円

資本的収入・支出 ２億 2,444 万円 ４億 4,497 万円

下水道事
業会計

収益的収入・支出 11 億 5,397 万円 10 億 9,332 万円

資本的収入・支出 ６億 4,725 万円 ８億 7,222 万円

▶ 特別会計

会計 歳入 歳出

宅地造成事業会計 377 万円 377 万円

介護保険
会計

事業勘定 30 億 724 万円 30 億 695 万円

サービス勘定 2,086 万円 1,719 万円

土地取得会計 39 万円 ６万円

国民健康
保険会計

事業勘定 21 億 2,877 万円 21 億 2,554 万円

直診勘定 8,656 万円 8,656 万円

後期高齢者医療会計 ３億 9,332 万円 ３億 8,657 万円

財産区会計 １億 188 万円 1,651 万円

町 債（地方債）は大きな事業を
するために借り入れるお金の

ことで、整備した道路や施設などの社
会資本を今後利用する方たちにも公平
に負担してもらうための役割も担って
います。令和６年度は前年度から約
16億4,000万円減少し、合併後、最小
の219億317万円となりました。

約 115 億円減少

平成 24 年度の
約 334 億円から

基 金は条例に基づいて設置し、
将来負担に備えて積み立てて

います。臨時の出費や財源不足が見込
まれる場合に取り崩して事業費に充て
ます。令和６年度は一部の基金に積み
増しをしましたが、地域振興基金を約
7,980万円取り崩すなど、全体で前年
度から8,471万円減少しました。

▶ 基金残高の推移
（棒グラフ／全基金の合計残高、折れ線グラフ／財政調整基金の残高）

R4R3R2 （年度）R5 R6

45 億

47 億

46 億

45 億 77 万円

46 億 4,430 万円

46 億 9,167 万円

45 億 8,728 万円

45 億 256 万円

16 億

15 億
15 億 2,838 万円15 億 2,838 万円

16 億 1,820 万円

16 億 285 万円

4 基金（まちの貯金）

財政調整基金を積み増すも、
基金全体は減少

5 町債（まちの借金）

合併後、最小の残高に

▶ 町債残高の推移（一般会計、公営企業会計）

一般会計・企業会計の合計額 一般会計の額

R4R3R2 （年度）R5 R6

250 億

200 億

150 億

100 億

284 億 6,084 万円
272 億 2,680 万円

251 億 7,958 万円
235 億 4,327 万円

219 億 317 万円

145 億 4,429 万円145 億 4,429 万円
142 億 2,314 万円142 億 2,314 万円

131 億 4,932 万円131 億 4,932 万円
121 億 937 万円121 億 937 万円

111 億 9,948 万円111 億 9,948 万円

経 常収支比率とは、財政構造上の弾力性を判
断する指標です。町税・交付税のように使

途が特定されず毎年度経常的に収入する財源のう
ち、人件費・扶助費・公債費のように、経常的に
支出する経費に充当されたものの占める割合です。
80％を超えると弾力性を失いつつあると考えられ
ています。
　財政力指数は、地方公共団体の財政力を示す指数
です。財政力指数が高いほど自主財源の割合が高い
ことを示し、財源に余裕があることになります。単
年度で「１」を超える場合には、自立して財政運営
できることを示し、普通交付税の不交付団体となり
ます。

95.3％

93.6％
92.5％92.5％

97.2％97.2％

R4R3R2 （年度）R5

▶ 経常収支比率の推移（普通会計）

▶ 財政力指数の推移

6 経常収支比率・財政力指数
どちらの数字も前年度より改善

財 政財政健全化判断比率とは、
財政が健全であるかどうか

「地方公共団体の財政の健全化に関
する法律」に定められた４指標によ
り判断しています。
　①実質赤字比率と②連連結実質赤
字比率は、黒字決算であるため算定
されません。③単年度の公債費の負
担の大きさを表す「実質公債費比率」
は、15.8％となり 1.8％改善。今後
も改善する見込みとなっています。
④町債残高など将来にわたる負担の
大きさを表す「将来負担比率」は、
75.7％と前年度から 13.4％改善し
ており、今後も町債残高の減少によ
り改善する見込みです。なお、資金
不足比率は、資金不足額が発生して
いないため算定されません。

項　目 令和６年度 早期健全化基準 財政再生基準

① 実質赤字比率 （赤字でない限
り比率がないも
のとされます）

13.81％ 20.0％
② 連結実質赤字比率 18.81％ 30.0％
③ 実質公債費比率 15.8％ 25.0％ 35.0％
④ 将来負担比率 75.7％ 350.0％ ー

▶ 財政健全化比率

※ 将来負担比率は、平成 24 年度の 156.1％から 80.4 ポイント改善

7 財政健全化判断比率、資金不足比率
実質公債費比率が改善、将来負担比率が過去最小に

項　目 令和６年度 経営健全化基準

水道事業会計 該当なし
20.0％

下水道特別会計 該当なし

▶ 資金不足比率

※ 資金不足額が発生しない限り比率がないものとされます

R6

100％

90％

90.290.2％％

R4R3R2 （年度）R5 R6

0.277

0.285

0.271
0.271

0.276

0.300

0.270

5.1％の
改善

0.06 の
改善

令和６年度決算報告【特集】

25％

18％

R6R5R4 （年度）R7 R8

▶ 実質公債費比率の推移（令和４年度～ 10 年度）

R10R9

35％

17.2％17.2％ 17.8％17.8％ 14.3％14.3％
12.6％12.6％ 12.6％12.6％12.9％12.9％

35％（財政再生基準）

25％（早期健全化基準）

18％（地方債協議制から許可へ移行）

※ 財政再生計画を策定し実行。いわゆるレッドカードの状態
※ 財政再生基準を超過しているのは全国で１団体のみ（67.2％）

※ 財政健全化計画を策定し実行。いわゆるイエローカードの状態

15.815.8％％

比率が高い原因の特別会計の公債
費負担である「準元利償還金」が
減少するとともに、過去の借入金
の返済完了に加え、年間の町債借
入額の抑制を行うことで、今後、
必要な施設整備事業を進めても、
令和 10 年度には 13％以下にな
る見込みです。

【実質公債費比率】
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一般会計
補正予算

（第４号・７号） 営農とこどもの食を支援します
農業者の渇水対策と食料品などの物価高騰への支援

与謝野町議会９月定例会において、定額減税調整給付金（不足額
給付）、渇水対策支援、物価高騰に伴うこどもの食支援、認定こ
ども園施設整備、農業用水路の改修費増額などを盛り込んだ補正
予算が可決・成立しました。なお、補正後の一般会計総額は 139
億 4,001 万円です。

2 5,318億 万円

補正予算額（第４号・７号）

※ 千円未満は切り捨てています

詳しくは
コチラ

国 の物価高騰対策を活用し、町立小・中
学校と認定こども園における給食賄い

材料費の増加分、私立認定こども園・幼稚園
の給食費の高騰分、さらにこども食堂の運営
費を支援します。

「こどもの食」への支援

1,822 万円問　学校教育課 ☎ 43-9025
　　子育て応援課 ☎ 43-9024

例 年より早い梅雨明けと少ない降雨によ
り、水不足の影響で収量の減少や品質

の低下が懸念される水稲や、高温・渇水の影
響を受ける園芸作物について、農業経営を維
持するための器機購入などを支援します。

農業生産支援事業 ※ ８月専決

100 万円問　農林環境課 ☎ 43-9023

拡

国 の総合経済対策の一環として実施された
「定額減税・調整給付金」について、令

和６年分の所得税が確定したため、同年の推計
所得税と実際の所得税に差が生じた方などを対
象に、不足額を給付します。

定額減税調整給付金事業

6,725 万円問　住民税務課 ☎ 43-9020

※ ８月専決拡

町 道施設の老朽に伴う陥没箇所などの修繕
を行います。

道路維持管理事業

670 万円問　建設課 ☎ 43-9014

拡

野 田川地域の認定こども園整備にあたり、
建設予定地となる旧石川保育所園舎の解

体工事の実施ほか、新園舎建設に使用する石川
財産区の木材について、調達から加工・搬入ま
でを監理するコーディネート業務を行います。

認定こども園施設整備事業

5,517 万円問　子育て応援課 ☎ 43-9023

拡

経 年劣化で陥没している無双川（下山田）
の水路改修を実施します。

農業用施設維持管理事業

4,700 万円問　農林環境課 ☎ 43-9023

拡

問　企画財政課 ☎ 43-9015

※ 「拡」は拡充

町ホームページ
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雄お

普通会計決算を
一般家庭の家計簿に例えると…
年間の収支は３万円の黒字

金額が大きく、使用されている用語も聞き慣れない、町の決算内容。
単純に比べることはできませんが、令和６年度普通会計歳入決算額 121 億 1,259 万円を、
年収 450 万円の「よさのさん」の家計に置き換えて例えてみます。

よさのさんの
家計簿を見てみましょう

収入合計：4,500,000 円

● 給料、パート収入など
● 預金引き出し
● 仕送り、援助など
● ローンの借入金

937,000 円
40,000 円

3,333,000 円
190,000 円

支出合計：4,470,000 円

● 食費
● 医療費
● ローン返済
● 家の増改築、修繕、車などの

購入
● 光熱水費、日用生活品など
● 仕送りなど
● 預金積み立て

940,000 円
609,000 円
545,000 円
285,000 円

617,000 円
1,450,000 円

24,000 円

　
与
謝
野
町
で
は
第
２
次
総
合
計
画
に
掲
げ

る
７
つ
の
分
野
を
基
盤
に
、
町
政
の
基
本
政

策
と
の
整
合
を
図
り
な
が
ら
、「
人
・
環
境
・

未
来
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て

い
る
。
令
和
６
年
度
か
ら
は
、
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
建
設
や
野
田
川
地
域
認
定
こ
ど
も
園

の
整
備
、
大
規
模
施
設
事
業
の
用
地
取
得
な

ど
、
多
額
の
予
算
を
投
じ
た
取
り
組
み
を
開

始
し
た
。
ま
た
、障
害
児
通
学
支
援
や
移
住・

定
住
支
援
、
家
計
支
援
と
省
エ
ネ
を
両
立
さ

せ
た
事
業
な
ど
、
生
活
に
直
結
す
る
ソ
フ
ト

施
策
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。

　
財
政
運
営
に
お
い
て
は
、
当
初
は
基
金
繰

り
入
れ
を
見
込
む
厳
し
い
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ

た
が
、交
付
税
増
収
や
基
金
の
活
用
に
よ
り
、

一
定
の
安
定
を
確
保
し
た
。
た
だ
し
、
自
主

財
源
比
率
が
低
く
、
社
会
経
済
の
変
動
に
脆

弱
で
あ
る
た
め
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル

ド
を
徹
底
し
、
事
務
事
業
評
価
と
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
を
確
実
に
運
用
す
る
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る
。

　
一
方
、
介
護
保
険
条
例
改
正
の
誤
り
に
よ

る
不
適
切
な
保
険
料
徴
収
と
い
う
重
大
事
案

が
発
生
し
た
。
こ
れ
は
内
部
統
制
や
法
令
遵

守
の
不
備
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
審
査
委
員

会
の
機
能
強
化
や
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
整
備
が

急
務
で
あ
る
。
再
発
防
止
の
姿
勢
を
徹
底
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
財
政
指
標
を
み
る
と
、
財
政
力
指
数
は
わ

ず
か
に
改
善
、
経
常
収
支
比
率
や
実
質
公
債

比
率
も
大
幅
に
好
転
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
は
下
水
道
事
業
の
公
営
企
業
会
計
移
行

な
ど
の
要
因
の
影
響
が
大
き
く
、
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
や
野
田
川
地
域
認
定
こ
ど
も
園
の

整
備
、
公
共
施
設
の
再
編
な
ど
今
後
の
投
資

を
踏
ま
え
る
と
、
慎
重
な
財
政
運
営
が
求
め

ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
働
き
方
改
革
の
観
点
か
ら
は
、

会
計
年
度
任
用
職
員
の
増
加
や
正
規
職
員
数

の
減
少
、
部
署
ご
と
に
大
き
な
差
が
あ
る
長

時
間
労
働
な
ど
、職
員
体
制
に
課
題
が
あ
る
。

業
務
の
見
直
し
や
適
正
な
外
部
委
託
、
機
械

化
の
導
入
、
正
規
職
員
、
特
に
技
術
職
の
採

用
強
化
な
ど
の
改
革
が
急
が
れ
る
。
職
員
が

自
信
と
勇
気
を
持
っ
て
、
業
務
に
取
り
組
め

る
環
境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
を
踏
ま
え
、
与
謝
野
町
が
直
面
す
る

課
題
は
、財
政
健
全
化
、内
部
統
制
の
強
化
、

働
き
方
改
革
、
公
共
施
設
の
再
編
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
。町
民
の
暮
ら
し
を
第
一
に
据
え
、

町
長
を
先
頭
に
行
政
一
丸
と
な
っ
て
「
人
・

自
然
・
伝
統 

与
謝
野
で
織
り
な
す
新
た
な

未
来
」
の
実
現
を
め
ざ
す
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

決
算
審
査
意
見
書

※ 

広
報
紙
用
に
編
集
を
し
て
い
ま
す

「
令
和
６
年
度
各
会
計
歳
入
歳

出
決
算
お
よ
び
基
金
運
用
状
況

審
査
意
見
書
」
の
全
文
は
議
会

事
務
局
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て

い
ま
す
。

令和６年度決算報告【特集】
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食改食改さんのさんの
おうちごはんおうちごはん

‐第‐第 44 回 ‐回 ‐

Let's cook!
今 月の食改さんのおうちごはんは、丹後保健所管内

で作成された「伝えたいたんごの味 郷土食簡単レ

問　保健課
　　☎ 43-9022

なすの旬は夏から秋になりま
す。成分は９割以上が水分で
すが、皮の黒紫色がアントシ

アニンというポリフェノールの一種であり、
抗酸化作用があります。どんな調理法でもな
じむ野菜ですので、さまざまな料理に使うこ
とができます。

シピ集」の中か
ら、「おから煮」
と「なすのピザ」
を紹介します。

▲ 食生活改善推進員協議会野田川支部のお二人

今
晩
の
食
卓
に
ぜ
ひ
！

※ 与謝野町有線テ
レビでも放送してい
ます

2
・なす ………………
・とろけるチーズ …
・ウィンナー ………

１本
40g
60g

なすのピザ

・ピーマン ……
・油 ……………
・ケチャップ …

15g
大さじ 2（24g）
適量

2

ごぼうはささがきにして、水にさらしておきます。　
ちくわ、にんじん、こんにゃく、油揚げ、かまぼこはそれぞれ細かく切ります。

①
②

おから煮

・おから ………
・ちくわ ………
・にんじん ……
・ごぼう ………
・こんにゃく …
・油揚げ ………
・かまぼこ ……

100g
15g
40g
40g
60g
15g
30g

おからは、食
物繊維が豊富
に含まれ、さ

まざまな生活習慣病予防に効
果のある食材です。

・長ねぎ …………
・油 ………………
・だし汁 …………
・砂糖 ……………
・塩 ………………
・薄口しょうゆ …
・みりん …………

10g
大さじ１/ ２（６g）
200cc
大さじ１（９g）
小さじ１/ ４（1.5g）
大さじ１（18g）
大さじ１（18g）

長ねぎは小口切りにします。
鍋に油を入れ、ごぼう、にんじん、ちくわ、こんにゃくを炒めます。
だし汁と調味料、油揚げを入れて 10 分ほど煮ます。
おからを入れて中火から弱火で、ゆっくりかき混ぜながら煮ます。
途中でかまぼこを入れ、仕上げに長ねぎを入れて火を止めてできあがり。

③
④
⑤
⑥
⑦

ピーマンは薄い輪切りにします。
なすはへたの部分を取り輪切りにします。

①
②

ウィンナーは食べやすい大きさに切ります。
フライパンでウィンナーを焼き、取り出しておきます。油をし
き、なすを入れて火が通るまで両面をよく焼きます。
なすの表面にケチャップを塗り、ウィンナー、ピーマンを散ら
してチーズをのせ、ふたをして蒸し焼きにすればできあがり。

③
④

⑤

認知症
コラム

住み慣れた地域で
安心して暮らしていけるように

【第７弾】
認知症セミナーを
開催しました。

　

こ
ん
に
ち
は
、
認
知
症
地
域
支
援

推
進
員
で
す
。
今
月
号
は
、
私
た
ち

が
主
催
し
た「
令
和
７
年
度 

認
知
症

セ
ミ
ナ
ー
」
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま

す
。

　
「
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
な
ら
な

く
て
も
、
自
分
ら
し
く
幸
せ
に
暮
ら

せ
る
ま
ち 

与
謝
野
町
」
を
テ
ー
マ

に
、
日
ご
ろ
か
ら
活
動
を
行
っ
て
い

る
地
域
支
援
推
進
員
。
９
月
27
日
に

は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
６
年
ぶ
り
と

な
る「
令
和
７

年
度
認
知
症
セ

ミ
ナ
ー
」
を
野

田
川
わ
ー
く
ぱ

る
で
開
催
し
、

パネルティスカッションでは、町内にお住いの
ご夫婦の事例を紹介しました

問　地域包括支援センター（福祉課内） ☎ 43-9021

約
１
０
０
人
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン「
思
い
や
り
の

あ
る
ご
夫
婦
の
お
話 

～
こ
こ
か
ら

学
ぶ 

よ
さ
の
で
自
分
ら
し
く
暮
ら

し
て
い
く
ヒ
ン
ト
～
」
の
ほ
か
、
映

画『
ケ
ア
ニ
ン
～
あ
な
た
で
よ
か
っ

た
～
』
の
上
映
、
若
年
性
認
知
症
の

写
真
家
で
京
都
府
認
知
症
応
援
大
使

の
下し

も
さ
か坂

厚あ
つ
し

氏
に
よ
る
写
真
展
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、「
症
状
に
よ
っ
て
は
薬
の
効
果

が
期
待
で
き
る
た
め
、
早
期
受
診
を

心
が
け
て
ほ
し
い
」「
与
謝
野
町
に

は
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
あ
る
の
で
、
一

人
で
抱
え
込
ま
ず
に
相
談
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
の
意
見
が
登
壇
者
か
ら
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
認
知
症
と

上
手
に
向
き
合
う
こ
と
で
自
分
ら
し

い
生
活
を
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
事
例

を
通
し
て
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
あ
れ
、
お

か
し
い
な
…
」
と
思
っ
た
段
階
で
医

療
機
関
や
相
談
窓
口
に
つ
な
が
る
こ

と
の
大
切
さ
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

地
域
で
支
え
合
い
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る『
よ
さ
の
』
の
ま
ち
づ
く
り
や
、

家
族
の
あ
り
方
を
改
め
て
考
え
る

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
で
支
え
合
い
な
が
ら
、

自
分
ら
し
く
生
き
る
ヒ
ン
ト
を
学
ぶ

～ 虐待を「見たとき」「聞いたとき」は通報を ～
あなたの勇気が大切な命を守ります

児童・高齢者・障害者の虐待に気づいた方には通報義務があ
ります。虐待を見たら、聞いたら「よさの虐待ほっとライン

（☎ 43-9033）」へ。
※ 休日・夜間は転送となるため、応答にお時間をいただきます
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● 与謝野町消防防災フェア 2025

楽しみながら、消防・防災にふれる

心肺蘇生法を体験する子ども

　
10
月
19
日
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
消

防
・
防
災
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た

だ
く
た
め
、「
与
謝
野
町
消
防
防
災

フ
ェ
ア
２
０
２
５
」
を
野
田
川
わ
ー

く
ぱ
る
で
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は

親
子
連
れ
な
ど
約
２
０
０
人
が
来
場

さ
れ
、
会
場
は
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま

し
た
。

　

会
場
内
で
は
、
災
害
時
伝
言
ダ

イ
ヤ
ル
の
使
用
方
法
の
紹
介
や
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
の
安
全
利
用
に
関
す
る
啓

発
、
災
害
時
に
使
用
す
る
救
助
資

機
材
の
展
示
・
紹
介
の
ほ
か
、
救

急
コ
ー
ナ
ー
で
は
消
防
署
員
の
指

導
に
よ
る
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ 

体
験
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
必
要
な
知
識
を

楽
し
く
学
べ
る
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
で

は
、「
防
災
カ
ル
タ
」「
ぬ
り
え
」「
お

り
が
み
」
を
と
お
し
て
、
子
ど
も
た

ち
も
楽
し
み
な
が
ら
消
防
・
防
災
へ

の
関
心
を
深
め
ま
し
た
。

　

駐
車
場
で
は
、消
防
資
機
材
体
験
、

煙
体
験
、
消
火
体
験
、
高
所
作
業
車

の
乗
車
体
験
な
ど
を
行
い
、
来
場
者

は
災
害
時
の
模
擬
体
験
を
と
お
し
て

防
災
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
ま
し

た
。
消
火
体
験
で
は
、
消
防
団
員
の

説
明
を
受
け
な
が
ら
「
ピ

ン
を
抜
く
」「
ホ
ー
ス
を

構
え
る
」「
レ
バ
ー
を
握

る
」
と
い
っ
た
一
連
の
操

作
を
体
験
。
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
真
剣
な
表
情
で

的
に
向
け
て
放
水
し
て
い

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
万
が

一
に
備
え
て
使
い
方
を
知

る
こ
と
が
で
き
、
安
心
し

た
」
と
の
声
も
あ
り
、
防

火
意
識
を
高
め
る
き
っ
か

け
と
な
り
ま
し
た
。

①消火体験で的をめがけて放水する参加者
たち
②防災カルタに挑戦する親子
③消防署員から消防資機材について教わる
子ども
④高所作業車に乗車する来場者
⑤煙体験をした子どもたち

写
真
で
見
る
！

消
防
防
災
フ
ェ
ア

①

⑤

❶
③④ ②

編集 ● 本部がんばってます！消防団　図書館へ行こう！ BOOKS 図書館ホームページ ▶

● 問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
● 開館時間／午前 10 時～午後６時　● 休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

1904年にアメリカで出版された『KWAIDAN』（邦訳「怪談」）の著者で知
られるラフカディオ・ハーン。後に日本人として小泉八雲と名乗った彼の人
生がドラマ化をきっかけに再注目されています。

小泉八雲の
怪談

『怪談四代記　八雲のいたずら』

小泉凡 ／ 講談社

八雲のひ孫で、現在も松江
市で民俗学者として曾祖父
の研究に取り組む著者が、
国内外へ八雲の足跡をたど
る中で経験する不思議な体
験や小泉家に伝わる怪談ば
なし、家庭人としての八雲
や妻ハツの姿といった親族
ならではのエピソードを記
したエッセイ。

『小泉八雲　日本の面影（NHK100 分 de 名著
ブックス）』

池田雅之 ／ NHK 出版

ギリシャに生まれ、イング
ランドで育ち、渡米して新
聞記者として活躍する中、
40 歳で来日した八雲。英
語教師として松江市に赴任
後、最初に出版した『日本
の面影』について、彼の人
生や人となりを紹介しなが
ら、明治の日本の姿や日本
人の精神性を解説した１冊。

『怪談（マンガ日本の古典 32）』
つのだじろう ／ 中央公論新社

八雲の代表作『怪談』は、
妻セツが幼いころに覚えた
古い伝説や民話、書き記さ
れた怪談話を語って聞かせ
たものを元に、彼の豊かな
想像力で再話されたもので
す。この本は八雲が生き返
らせた話のうち「雪おんな」

「耳なし芳一」など、15 編
をマンガ化したものです。

『雪女（日本の童話名作選）』
小泉八雲、平井呈一、伊勢英子 ／ 偕成社

ひどい吹雪の夜、小屋に
逃げこんだ二人の木こ
り。ふと目を覚ますと、
白装束の女が、もう一人
の男の上にかがみこんで
白い息を吹きかけていた
かと思うと、急に振りむ
き、こちらにもかがみこ
んできます。八雲の美し

く悲しい物語の世界を見事に再現している絵本。

【野田川分室】12 月７日（日）
【加 悦 分 室】12 月 13 日（土）
【本 館】12 月 14 日（日）
※ いずれも午前 10 時 30 分～

● クリスマスおはなし会

【野田川分室】11 月 22 日（土）

● おはなし会

「おはなし会＆音読の会＆クリスマスおはなし会」の開催
～ 読み聞かせボランティアの皆さんが、楽しいお話をしてくれます ～

午前 10 時 30 分～

【野田川分室】11 月 22 日（土）

● 音読の会 午後２時 30 分～

昨年のクリスマスおはなし会の様子
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がん患者の生活を支援します令和７年度
新 規 事 業

与
謝
野
町
で
は
、
が
ん
患
者
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、
社
会
参

加
を
促
進
し
、
療
養
生
活
の
質
の
向
上

を
支
援
す
る
た
め
、「
若
年
が
ん
患
者

在
宅
療
養
支
援
」「
が
ん
患
者
ア
ピ
ア

ラ
ン
ス
ケ
ア
支
援
」
の
２
つ
の
事
業
を

開
始
し
ま
し
た
。

若年がん患者
在宅療養支援事業

若年層（18 歳以上 40 歳未満）の末期がん患者で在宅
療養を希望する方に対し、在宅における生活で必要と
なる介護サービス（訪問介護・訪問入浴）、福祉用具
の貸与・購入などに要する費用の一部を補助します。

医師が医学的知見に基づき、回復が難しいと判断されたがん患者の方
在宅における療養生活への支援および介護が必要な方
他の制度で、同様の補助や給付を受けることができない方

●

●

●

対象者 ▶▶▶ 18 歳以上 40 歳未満の方で、与謝野町に住所があり、以下のすべてに該当する方。

補助対象サービス

訪問介護
訪問入浴
福祉用具の貸与
福祉用具の購入

①

②

③

④

補助金の額

対象サービス①～③の合計金額　　
１ヵ月あたり最大８万円に対し９割を補助
対象サービス④の合計金額　
最大 10 万円（１回限り）に対し９割を補助

●

●

問・申　福祉課 ☎ 43-9021

15 歳～ 39 歳の思春期・若年成人（Adolescent 
and Young Adult）に発症するがんを指します。
毎年、全国で年間約 2 万人が新たにがんの診断を受
けるとされています。AYA 世代に多いがんの種類
は、患者の年代によって異なります。AYA 世代の
うち、15 歳～ 19 歳では白血病、リンパ腫、骨軟
部腫瘍、脳腫瘍など、小児にも多いがんが見られま
す。一方、20 代ではこれらが減少し、30 代では乳
がんや子宮頸がんなど、成人のがんが多くを占める
ようになっていきます。

Keyword ▶▶▶　AYA 世代がん

引用：東京都がんポータルサイト

事
業
の
詳
細
や
様

式
な
ど
は
、
担
当

課
に
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

区 分 補助上限額

ウィッグなど がん治療に伴う脱毛に対応するため、一時的に着用する医療用ウィッグ
※ 毛付き帽子、装着時に皮膚を保護するネット、その他の帽子などを含む ３万円

乳房補整具

外科的治療などによる乳房の形の変化に
対応するための補整具。
なお、（１）または（２）のいずれかとし、
人工乳房については、両側乳がんを除き
おひとり１台。

（１）補整下着
※ 下着と共に使用するパッドを含む １万円

（２）人工乳房

３万円

　　　　 購入後１年以内に申請書を保健課（☎ 43-9022）へ。　※ 郵送も可能です

対象者おひとりにつき、それぞれの区分ごとに生涯 1 回を限度に補助します。
付属品やケア用品（クリーナー、リンス、ブラシなど）の購入、購入のために要した交通費および郵送費などは、補助の対象外です。
補助金の額は、購入費用の半額（１円未満の端数は切り捨て）とする。ただし、上記の表に掲げる補助上限額までとします。
購入後１年以内のものに限ります（令和７年４月１日以降に購入したもの）。

・
・
・
・

がん患者
アピアランスケア支援事業

がんの治療による、見た目の変化をケアする医療用の
ウィッグや乳房補整具の購入費用などを補助します。

アピアランスには「外見」という意味があります。 
アピアランスケアは、がんやがんの治療によって外
見（見た目）が変わっても、心地よく生活を送るこ
とができるように行われるケアのことです。
※ 治療で外見が変化しても、必ずアピアランスケア
を行わなければならないということではありません

Keyword ▶▶▶　アピアランスケアとは？

がんと診断され、申請時に治療中または過去に治療を受けたことがある方
がん治療による脱毛などの症状、または外科的治療などによる乳房の変形により補整具を必要とする方
過去に与謝野町、または他の自治体が実施する同様の補助を受けていない方
令和７年４月１日以降に、医療用ウィッグや乳房補整具を購入した方

●

●

●

●

対象者 ▶▶▶ 申請時に与謝野町に住所があり、以下のすべてに該当する方。

対象となる補装具と補助額

問・申

「ヘアドネーション」という活動を
ご存じですか？ 　「ヘアドネーション」とは、医療用ウィッグの制作を目

的に髪の毛を寄付することです。がんや白血病、脱毛症、
先天性の無毛症、不慮の事故などにより髪を失った 18 歳
以下の子どもたちに、寄付された髪の毛を使用して医療用
ウィッグを制作し、無償で提供しています。なお、ウィッ
グを一つ制作するためには、約 30 ～ 50 人分の髪の毛が
必要とされています。
　現在、医療用ウィッグを必要とする子どもたちに届ける
ためには、より多くのヘアドネーションが求められていま
す。高額なウィッグは、治療費のかかる家庭にとって大き
な負担となります。長く伸ばした髪を切る機会に、髪の毛
を寄付してヘアドネーションに参加してみませんか。

あなたにもできるボランティア

イメージ写真：写真 AC

※ 直接肌に張り付けて使用するもの。
ただし、乳房再建術などによって体内
に埋め込まれたものを除く
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　株式会社ローカルフラッグ（本社：下
山田、代表取締役社長：濵

は ま

田
だ

祐
ゆ う

太
た

さん）
が、「KYOTO Next Award 2025」にお
いて最高賞となる最優秀賞を受賞しまし
た。この賞は、京都の新しい魅力や価値
を創造・発信し、地域の活性化やブラン
ド構築につながるような取り組みを行う
法人・団体・個人などを発掘・表彰する
ものです。
　同社は令和元年７月に創業。地域資源
であるホップの栽培や、それを使用した
クラフトビールの製造・販売に取り組む
ほか、与謝野駅前のにぎわい創出をめざ
し、飲食店を併設したビール醸造所を開
業しました。近年は、地域と連携したイ
ベントの企画・運営などにも力を入れて
おり、民間主導による持続可能な地域活
性化の実践が高い評価を受けました。
　濵田社長は「次の京都ブランドになれ
る会社になりたいという思いを、より強
く持つようになった」と受賞の喜びを語
ります。さらに「一人でも多くの方に与
謝野町を訪れていただけるよう、人をひ
きつける商品の開発や取り組みを続けて
いきたい」と今後の抱負を話しました。

西脇知事（左）から最優秀賞の盾を受け取る濵田社長（右）
（写真：株式会社ローカルフラッグ提供）

KYOTO
Next Award 2025

最優秀賞
株式会社ローカルフラッグ
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幼
児
の
交
通
安
全
教
育
を

最
重
点
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

合
図
横
断
を

推
進
し
て
い
ま
す

交
通
安
全
で
守
る

大
切
な
命

― 

与
謝
野
町
交
通
安
全
対
策
委
員
会 

―

　
与
謝
野
町
交
通
安
全
対
策
委

員
会
（
以
下
、
委
員
会
）
で

は
、
町
内
の
こ
ど
も
園
に
お
い

て
、
保
護
者
会
な
ど
と
連
携
し

な
が
ら
「
親
子
交
通
教
室
」
を

年
間
３
回
程
度
開
催
し
て
い
ま

す
。
教
室
で
は
、
宮
津
警
察
署

の
交
通
担
当
警
察
官
の
指
導
の

も
と
、
各
地
域
の
交
通
安
全
対

策
委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
横
断
歩
道
を
安
全
に
渡
る
た

者
は
約
４
割
に
と
ど
ま
り
ま
し

た
。
一
方
で
、「
体
を
渡
る
方

向
に
向
け
、
顔
を
運
転
者
に
向

け
、
手
で
合
図
を
し
て
い
る
場

合
」
に
は
、
ほ
ぼ
全
員
が
「
明

ら
か
に
横
断
す
る
と
判
断
で
き

る
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、「
手
を
上
げ
さ
え

す
れ
ば
安
全
」
と
誤
っ
て
理
解

し
て
し
ま
う
と
、
か
え
っ
て
危

険
な
横
断
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。

　
委
員
会
で
は
、
交
通
事
故
の

な
い
ま
ち
を
め
ざ
し
、
親
子
交

通
教
室
に
お
い
て
、
幼
児
期
か

ら
正
し
い
「
合
図
横
断
」
が
身

に
つ
く
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
自
動
車
を
運
転
さ
れ
る
皆

さ
ん
も
、
合
図
を
す
る
子
ど
も

を
見
か
け
た
ら
一
時
停
止
し
、

温
か
い
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で
見
守
っ
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い
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だ
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ま
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よ
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ま
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め
に
は
、
手
や
顔
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運
転
者
に

向
け
て
「
合
図
」
を
し
て
、「
渡

り
た
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意
思
」
を
伝
え
る
こ
と

が
効
果
的
な
方
法
の
一
つ
で

す
。

　
令
和
３
年
に
京
都
府
警
察
が

一
般
の
運
転
者
を
対
象
に
実
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し
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ア
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ケ
ー
ト
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で
は
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渡
る

方
向
に
向
け
て
い
る
場
合
」
に

は
、「
明
ら
か
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横
断
す
る
と

判
断
で
き
る
」
と
答
え
た
運
転

※ 

出
典
：
京
都
府
警
察
「
横
断
歩
道
で
は
渡
り
た
い
合
図
で
安
全
横
断
！
」
か
ら
引
用

親子交通教室の様子（のだがわ第２こども園）

交通安全対策委員会委員の紹介
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そ
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※ ◎は支部長
※ 敬称略

　

９
月
25
日
、
宮
津
警

察
署
に
よ
る
「
か
え
で

こ
ど
も
園
交
通
教
室
」

が
、
岩
滝
自
動
車
学
校

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
年
長
組
の

園
児
た
ち
は
、
同
校
の

職
員
か
ら
車
道
を
歩
く

際
の
ル
ー
ル
な
ど
を
映

像
を
見
な
が
ら
学
ん
だ

後
、
同
学
校
の
教
習
所

の
コ
ー
ス
へ
。
実
際
に

車
が
走
る
中
、
教
わ
っ

た
合
図
横
断
で
横
断
歩

道
を
渡
っ
た
り
、
車
道

合
図
横
断
で
安
全
に

横
断
歩
道
を
渡
ろ
う

の
端
を
歩
い
た
り
し
な

が
ら
、
小
学
校
入
学
に

向
け
て
交
通
安
全
へ
の

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

映
像
を
見
な
が
ら
交
通
ル
ー
ル
を

教
わ
る
園
児
た
ち
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模擬店やキッチンカーが並ぶ会場

● 第３回ふくしのわ ミニフェスタ

「ふくし」でつながる交流の輪

　「第３回ふくしのわ ミニフェスタ（主
催：社会福祉法人 よさのうみ福祉会）」

が阿蘇シーサイドパークで開催され、約 500
人の来場者でにぎわいました。
　キッチンカーや福祉事業所による製品販売な
どの模擬店が並び、かえでこども園や岩滝手話
サークル、キッズダンスなどのステージ発表も
行われました。多彩な催しで終始にぎわい、来
場者同士の交流が広がる１日となりました。

18
10

２区でトップ争いをする加悦中（左）と橋立中（右）のランナー

● 第 35 回丹後ブロック中学校駅伝競走大会

加悦中男子と橋立中女子が２連覇！

　峰山総合公園において、「第 35 回丹
後ブロック中学校駅伝競走大会」が開

催され、熱いレースが展開されました。
　本大会には、与謝野町内の３中学校を含む、
丹後地域から 12 の中学校が出場。選手たちは
たすきをつなぎながら、仲間の声援を背に高低
差のあるコースを全力で駆け抜けました。大会
では、各校の選手が日ごろの練習の成果を発揮
し、最後まで粘り強く走り抜く姿が見られ、沿
道からはチームメイトや保護者による温かい拍
手と声援が送られました。
　結果、男子の部で加悦中学校が２連覇、ま
た、女子の部で橋立中学校が２連覇を達成しま
した。なお、本大会で６位入賞を果たした、加
悦・江陽・橋立中学校が、11 月８日に丹波自
然運動公園で開催される「京都府中学生駅伝競
走大会」に出場します。

18
10

デザインあふれる生地が展示された会場

● 第 76 回丹後織物求評会

未来へ織り継ぐ丹後の技

　丹後織物工業組合において、丹後ち
りめんをはじめとする丹後織物の品質

向上と技術継承を目的に毎年行われている「第
76 回丹後織物求評会」が開催されました。
　会場には、与謝野町や京丹後市から 26 社の
174 点を展示。「シボ」と呼ばれる凹凸のある
伝統的な白生地や染色を施した新素材、デザイ
ン性の高い意匠織りなどが並び、来場者らはテ
キスタイルの創造性を楽しんでいました。

22
10

まちの  話題話題  お届けします

機織りの道具で音を奏でる楽団員の皆さん

● 音気楽団「はたおと・あそび」

機織り道具が奏でる音の旅

　機織り道具を使って音の世界を楽し
む「はたおと・あそび」が、実相寺（加

悦）など丹後４会場で開催されました。
　楽団員たちは、楽団長の鈴

す ず

木
き

昭
あ き

男
お

さんととも
に９月に機工場を訪れ、機織り道具の音に耳を
すませながら、音を探るワークショップに参
加。当日はワークショップで見つけた表現をも
とに、機織り道具を用いて繰り広げられる音の
世界を奏でながら、丹後地域を巡りました。

5
10

人力車や着物姿の来場者でにぎわうちりめん街道

● きものでぶらり♪ちりめん街道 2025

きもので楽しむ秋のちりめん街道

　国の重要伝統的建造物群保存地区
である「ちりめん街道」で、秋の恒

例イベント「きものでぶらり♪ちりめん街道
2025」が開催され、多くの来場者でにぎわい
ました。
　ちりめん街道沿いの家屋では、手織り製品や
和装小物、ハンドメイド雑貨、飲食ブースなど
が並ぶ「街道市」が開かれたほか、人力車の乗
車体験や、ちりめん街道の歴史を楽しく学べる

金色蚕糸神に感謝を込める参列者の皆さん

● 金色蚕糸神祭

丹後の織物文化の繁栄を願って

　実相寺（加悦）において、養蚕・生糸・
織物の守護神である金

こ ん じ き

色蚕
さ ん

糸
し

神
し ん

に感謝
をささげ、織物業界の繁栄を祈願する「金色蚕
糸神祭」が厳かに執り行われました。
　この祭は、毎年秋にちりめん街道のイベント
に合わせて開催されており、織物事業者をはじ
め、商工会や丹後織物工業組合などから約 30
人が参列。参列者は、蚕の供養と丹後地域の織
物業界のさらなる発展を祈願しました。

12
10

「謎解きさんぽ」、手
織り体験なども行わ
れ、来場者はいつも
とは違った街道の魅
力を楽しみました。
　また、旧加悦町役

12
10

竹灯籠が設置された旧尾藤家住宅（前夜祭）

場庁舎では「音楽のあるまち よさの」と題し
た音楽ライブ、旧加悦鉄道加悦駅舎では子ども
たちに人気の「ミニ SL 乗車体験」も実施され、
子どもから大人まで笑顔あふれる１日となりま
した。

着物姿のわんちゃん
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９  月入札結果のお知らせ 問　財産活用・契約室（総務課内） ☎ 43-9010

入札日 工事・物品等の名称 場所 業者数 落札業者名 予定価格
（千円 / 税抜）

最低制限
価格

（千円 / 税抜）

落札金額
（千円 / 税抜）

落札率
（％） 期間

９/ ２ 四辻加悦駅線側溝修繕工事 三河内
地内

５者 株式会社井田建設 2,578 2,304 2,304 89.37 R7/9/10
～ 12/22

９/ ２ 久渡川河川改良（その２）工事 弓木地内 ８者 株式会社三野工務店 19,540 17,568 17,568 89.91 R7/9/10
～ 8/3/2

９/ ２ 上水・下水道関連舗装本復旧①工事 岩滝
地内他

２者 金下建設株式会社 2,164 1,916 2,100 97.04 R7/9/10
～ 11/14

９/ ２ 林道オコベ線舗装工事 香河地内 ６者 株式会社井田建設 2,456 2,191 2,191 89.21 R7/9/10
～ 12/26

９/ ２ 町営船山団地解体等工事 石川地内 ８者 カワベ技建 9,060 8,223 8,224 90.77 R7/9/10
～ 12/10

９/ ２ 町営住宅ガス給湯器等交換工事 男山
地内他 ６者 株式会社三野工務店 2,370 2,165 2,165 91.35 R7/9/10

～ 12/10

９/ ２ 三河内１号井改良（その１）工事 三河内
地内 ３者 株式会社森川鑿泉工業

所 33,390 30,293 30,700 91.94 R7/9/10
～ 8/2/27

９/ ２ （仮称）野田川地域認定こども園敷地造
成（その１）工事 石川地内 ８者 株式会社井田建設 9,803 8,833 8,833 90.11 R7/9/10

～ 8/2/20

９/ ２ 三河内学童保育所新築建築工事 三河内
地内 ２者 安田建設株式会社 34,340 31,456 32,620 94.99 R7/9/10

～ 8/3/20

９/ ２ 三河内学童保育所新築設備工事 三河内
地内 ２者 株式会社山田電気商会 13,200 12,011 12,540 95.00 R7/9/10

～ 8/3/20

９/ ２ 石川学童保育所新築建築工事 石川地内 １者 株式会社杉建 36,610 33,552 35,150 96.01 R7/9/10
～ 8/3/20

９/ ２ 石川学童保育所新築設備工事 石川地内 ２者 株式会社山田電気商会 14,420 13,129 13,690 94.94 R7/9/10
～ 8/3/20

９/ ３ Ａ重油購入（クアハウス岩滝／ 10 月
～ 12 月）

クアハウ
ス岩滝 ４者 足立石油株式会社 ― ― 105 円

/ ℓ ― R7/9/11
～ 12/31

９/ ３ 与謝野町環境保全型農業情報発信体制
構築並びにコンテンツ制作等業務委託 町内他 １者 ＣＡＭＥＬ株式会社 1,354 ― 1,254 92.61 R7/9/11

～ 8/2/28

９/16 普通貨物車（２t アルミバン）購入 学校給食
センター

５者 有限会社丸中モーター
ス商会 ― ― 30,760 ― 議会議決日の翌日

～ 8/7/31

９/24 奥山川井堰改修工事 三河内
地内 ８者 株式会社丸正組 82,910 75,599 75,599 91.18 議会議決日の翌日

～ 8/3/31

９/30 大江山運動公園便所新築工事等設計業
務委託 滝地内 20 者 株式会社日匠設計 8,226 ― 7,250 88.14 R7/10/8

～ 8/3/20

９/30 亀山線道路改良工事 石川地内 10 者 株式会社井田建設 2,863 2,558 2,558 89.35 R7/10/8
～ 8/1/16

最優秀賞など５作品を表彰しました
よさの緑のカーテンコンテスト 問　地球温暖化対策室（農林環境課内） ☎ 43-9023

　
与
謝
野
町
と
よ
さ
の
百
年
の
暮
ら

し
委
員
会（
愛
称・み
ら
い
ふ
）で
は
、

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
一
環
と
し

て
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
取
り
組
み
や

す
く
、
二
酸
化
炭
素
削
減
効
果
の
高

い
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
の
普
及
促
進

を
図
る
た
め
、「
よ
さ
の
緑
の
カ
ー

テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
５
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
過
去
最
高
と
な

る
合
計
45
点
の
応
募
が
あ
り
、
最
優

秀
賞
な
ど
５
点
を
選
考
し
ま
し
た
。

《
最
優
秀
賞
》
Ｈ
ｉ
ｒ
ｏ
ｙ
ｕ
ｋ
ｉ

《
優
秀
賞
》
多
田
正
成

《
み
ら
い
ふ
賞
》
府
立
与
謝
の
海
支

援
学
校
、
Ｔ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ
、
シ
ゲ
ピ
ー

選
考
結
果

※ 

敬
称
略
。
本
名
の
公
表
を
辞
退
し
た
方
は
、

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
表
示
し
て
い
ま
す

Hiroyuki さんのグリーンカーテン

　
与
謝
野
町
で
は
、
持
続
可

能
な
行
財
政
基
盤
の
確
立
に

向
け
て
、
行
財
政
改
革
を
進

め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
町

が
実
施
す
る
事
務
事
業
の
点

検・評
価
を
行
い
、
効
果
的・

効
率
的
な
も
の
に
見
直
す

「
事
務
事
業
評
価
（
一
次
評

価
・
二
次
評
価
）」
を
、
平

成
30
年
度
か
ら
毎
年
度
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

10
月
15
日
に
は
、「
遺
族

援
護
事
業
」「
社
会
福
祉
協

議
会
活
動
支
援
事
業
」「
空

家
等
対
策
事
業
」「
有
線
テ

レ
ビ
施
設
管
理
運
営
事
業
」

の
４
つ
の
事
業
を
対
象
に
、

外
部
の
有
識
者
か
ら
意
見
な

ど
を
い
た
だ
き
、
事
業
の
今

後
の
方
向
性
を
共
有
す
る

た
め
、
行
政
改
革
推
進
委

員
会
（
伊い

藤と
う

伸し
ん

会
長
）
に

よ
る
事
務
事
業
評
価
（
二

次
評
価
）
を
実
施
。「
有
線

テ
レ
ビ
施
設
管
理
運
営
事

業
」
で
は
、
担
当
課
に
よ
る

説
明
の
後
、
各
委
員
か
ら

「
Ｙユ

ー

チ

ュ

ー

ブ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
情
報
発
信
の
媒
体

が
あ
る
の
で
、
近
い
将
来
を

見
据
え
、
与
謝
野
町
と
し
て

の
情
報
イ
ン
フ
ラ
体
制
を
ど

の
よ
う
に
す
る
か
議
論
を
始

め
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
よ
り
良
い
行
政

運
営
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま

す
。

二次評価の様子（岩滝保健センター）

事務事業評価（二次評価）を実施しました
持続可能な行財政基盤の確立に向けて事務事業を整理 問　企画財政課 ☎ 43-9015

町 政  News News & & InformationInformation

まちの  話題話題  ワイド

鉄道事故を想定した
総合訓練が行われました

　与謝野駅において、「鉄道運転
事故総合訓練」が行われました。

防署、宮津警察署、与謝野町が連携し、鉄道事故発生時における併発事故防止と人命救助を最優
先とした迅速・的確な対応能力の向上を目的に実施されたものです。
　訓練では、列車と自動車の衝突により多数の負傷者が発生したとの想定のもと、消防隊員が負
傷者の誘導や重傷者の搬出、自動車に閉じ込められた運転手の救出などにあたりました。現場で
は、関係機関が連携し、限られた時間の中で安全を確保しながら救助活動を行う様子が再現され
ました。宮津与謝消防署の早

は や い し

石署長は、「大規模な災害で二次被害を起こさないためには、自身
の安全、現場の安全、そして関係機関との情報伝達が重要」と講評し、訓練を締めくくりました。

列車から負傷者の搬送と自動車の運転手を救出している様子

23
10

この訓練は、WILLER TRAINS 株式会社
をはじめ、北近畿タンゴ鉄道、宮津与謝消

町 政  News & Information
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ひ
と
こ
と
助
言

● 

通
信
販
売
サ
イ
ト

（
以
下
、
通
販
サ
イ

ト
）
で
、
通
常
の
販

売
価
格
よ
り
大
幅
値

引
き
さ
れ
て
い
る
商

品
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
で

注
文
し
た
が
、商
品
が
届
か
な
い
。

● 

通
販
サ
イ
ト
で
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
決
済
を
し
た
が
商
品
は
届

か
ず
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
不

正
利
用
さ
れ
た
。

● 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
広
告
か
ら
ア
ク
セ

ス
し
た
通
販
サ
イ
ト
に
代
金
引
換

サ
ー
ビ
ス
で
注
文
し
た
が
、
偽
サ

イ
ト
だ
っ
た
。

事　例
● 

販
売
価
格
が
大
幅
に
値
引
き

さ
れ
た
広
告
や
通
販
サ
イ
ト
に
注

意
す
る
。

● 

通
販
サ
イ
ト
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
表

記
が
お
か
し
い
、
販
売
業
者
の
情

報
が
適
切
に
記
載
さ
れ
て
い
な

い
、
日
本
語
の
表
記
や
文
章
表
現

が
お
か
し
い
な
ど
の
通
販
サ
イ
ト

に
は
注
意
す
る
。

● 
支
払
い
方
法
が
限
定
さ
れ
て

い
る
通
販
サ
イ
ト
に
は
注
意
す

る
。

● 

通
販
サ
イ
ト
で
注
文
す
る
前

に
、
偽
サ
イ
ト
の
特
徴
を
知
っ
て

少
し
で
も
怪
し
い
と
感
じ
た
ら
取

引
し
な
い
よ
う
に
す
る
。

　
困
っ
た
と
き
は
、
早
め
に
宮
津

与
謝
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

宮
津
与
謝
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
２
２・２
１
２
７

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
１
８
８

― 消費生活 Information ―

怪しい通信販売サイトにご注意ください！

　

令
和
７
年
11
月
21
日
か

ら
、
京
都
府
の
最
低
賃
金
が

時
間
額
１
１
２
２
円
に
改
正

さ
れ
ま
す
。
こ
の
最
低
賃
金

は
、
京
都
府
内
の
事
業
場

で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者

（
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
を

含
む
）
と
使
用
者
に
適
用
さ

れ
、発
効
当
日
の
賃
金
か
ら
、

最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を

支
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
業
種
に
よ
っ
て
は

特
定
最
低
賃
金
が
適
用
さ

れ
、
京
都
府
最
低
賃
金
（
時

間
額
１
１
２
２
円
）
よ
り
も

※ 

支
払
賃
金
と
最
低
賃
金
を
比

較
す
る
際
は
、
次
の
手
当
な
ど
は

算
入
し
ま
せ
ん

臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
（
結

婚
手
当
な
ど
）

１
ヵ
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に

支
払
わ
れ
る
賃
金

時
間
外
手
当
、
休
日
手
当
お
よ

び
深
夜
手
当

精
皆
勤
・
通
勤
・
家
族
手
当

●●●●

京都府 最低賃金
時
間
額1,122円
11 月 21 日㊎ から適用

前 

年 

比 64円 UP
問　京都労働局賃金室 
　　☎ 075-241-3215

高
い
最
低
賃
金
が
設
定
さ
れ

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
京
都
労
働
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

京都労働局ホームページ ▶▶

10
月
１
日
付
け
で
、
新
た
に
５
人
の
職
員
が

入
庁
し
ま
し
た
。
与
謝
野
町
の
ま
ち
づ
く
り

新
規
採
用

職
員
紹
介

寺田 周平

野球観戦、ドライブ
【趣味】

土木工事の発注、工事の施
工管理 など

【所属：建設課】

氏
名 Terada Shuhei

道路、河川、上下水道など
日々の生活に欠かせないイ

ンフラの整備や維持管理に携わることになりますの
で、責任感を持って仕事に取り組みます。そして、
仕事を通して皆さんの役に立てるよう頑張ります。

堀江 仁和

筋トレ、自然観光
【趣味】

親子交通教室、防災安全に
関する業務 など

【所属：防災危機管理対策室】

氏
名 Horie Jinna

心豊かな暮らしを実現さ
せ、地域の一員として情熱

と責任を持って支えていき、また、自分自身の成長
にもつなげていきたいです。誇りを持って、住民の
皆さんの期待と信頼に応えられる職員をめざします。

安田 佑利恵

サウナ、旅行
【趣味】

いじめ防止対策、通学路安心
推進、教育支援センター など

【所属：学校教育課】

氏
名 Yasuda Yurie

地域の子どもたちが、安心
安全に教育を受けることが

できるよう精一杯努めてまいります。また、与謝野
町職員として地域の皆さまの声を受け止め、信頼い
ただけるような職員になりたいです。

福田 大地

ゲーム、登山
【趣味】

オープンデータ、統計書の
作成 など

【所属：総務課】

氏
名 Fukuda Daichi

分からないことだらけです
が、軽微なミスにも注意し、

仕事を進めていけるよう頑張ります。住民、業者の方
にも顔を覚えていただき、官民の連携が必要な場面で
スムーズな橋渡しができるような職員をめざします。

糸井 真奈美

温泉、旅行
【趣味】

乳児健診、母子手帳、児童
手当 など

【所属：子育て応援課】

氏
名 Itoi Manami

妊娠、出産、育児において、
期待や喜びだけではなく、

不安や悩みを抱くご家族の方も多くおられると思い
ます。どうしたら軽減できるか、一緒に考えられる
ような職員になりたいです。

に
挑
戦
す
る
抱
負
を
お
伝
え
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

Ｎ
Ｅ
Ｗ 

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ

町 政  News News & & InformationInformation町 政  News & Information
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与謝野町
有線テレビ

YoutubeＸ（旧 twitter）Facebook 番組ガイドホームページ

与謝野町公式
WEB サイト

＆
SNS LINE Instagram

【10 月 1 日付け】
職員人事異動 ● 学校教育課　主査　小倉 真穂（子育て応援課 主査）

10 月１日付けの職員人事異動をお知らせします。 ※ （ ）内は前所属

問　財産活用・契約室（総務課内） ☎ 43-9010

公の施設の指定管理者が決定しました

　令和８年４月１日から「クアハウス岩滝」の指定管理者が、与
謝野町議会９月定例会において、議決を受けて正式に指定されま
したのでお知らせします。

施設名 指定管理者名 指定期間 所管課

クアハウス岩滝 株式会社エヌ・エス・アイ
（本社：大阪市）

令和８年４月１日～
　13 年３月 31 日（５年間） 産業観光課

クアハウス岩滝（裸浴） ▶▶

問　総務課 ☎ 43-9010

車いすをご寄贈いただきました

　９月 25 日、京都市伏見区在住の山
や ま

田
だ

忠
の り あ き

嗣様から、車いす１台
をご寄贈いただきました。
　山田様は、２年前から京都府内の自治体や支援学校に車いすを
寄贈する活動を続けておられ、本年５月にも本町へ車いすをご寄
贈いただいており、今回で２台目となります。このたびのご厚意、
まことにありがとうございました。

功績・功労をたたえて

宮
津
与
謝
消
防
組
合

功
労
者
表
彰

前ま
え

場ば 

通み
ち
ひ
ろ博 

さ
ん

前ま
え

場ば 

恵え

り理 

さ
ん

山や
ま
ざ
き﨑 

政ま
さ

巳み 

さ
ん

山や
ま
ざ
き﨑 

麻ま

い衣 

さ
ん

　
火
災
発
生
時
に
迅
速
か

つ
的
確
な
初
期
消
火
活
動

を
行
い
、
延
焼
防
止
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
た
と
し

て
、
与
謝
野
町
内
に
在
住

の
前
場
通
博
さ
ん
、
前
場

恵
理
さ
ん
、
山
﨑
政
巳
さ

ん
、
山
﨑
麻
衣
さ
ん
に
対

し
、
堀ほ

り

井い

消
防
長
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
４
人
は
、
８
月
１
日
に

与
謝
野
町
内
で
発
生
し
た

火
災
現
場
に
お
い
て
、
初

期
段
階
で
の
的
確
な
対
応

に
よ
り
、
延
焼
を
防
ぐ
こ

と
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
勇
敢
な
ご
行

動
と
地
域
へ
の
貢
献
に
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

（
右
か
ら
前
場
恵
理
さ
ん
、
前
場
通
博
さ
ん
、

山
﨑
政
巳
さ
ん
）

※ 

当
日
、
山
﨑
麻
衣
さ
ん
は
欠
席

題字　宮津天橋高等学校加悦谷学舎 書道部２年　林 杏奈（はやし あんな）

生涯学習センター 知遊館

月 日（日）11 30 午前 10 時 30 分～

● 会場

● 日時

町 政  News News & & InformationInformation町 政  News & Information

人　口
男
女
世帯数

19,023 人
9,131 人
9,892 人
8,811 戸

（－ 32）
（－ 16）
（－ 16）
（－７）

※ ( ) 内は住民基本台帳に基づく前月比
※ 外国人を含む

令和７年９月末現在
まちのうごき

転　入
転　出
出　生
死　亡
その他

内
　
訳

21
28
4

29
0

人
人
人
人
人

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　

ご
ざ
い
ま
す

※ この欄で紹介する出生とお悔やみは、９月 16 日から 10 月 15 日までの届け出分です。また、役場窓口で届け出の際に希望された方のみを掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

総務課／財産活用・契約室
　☎ 43-9010 
産業観光課
　☎ 43-9012
会計課
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課／ふるさと応援促進室
　☎ 43-9015

与謝野町役場 本庁舎

住民税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林環境課／地球温暖化対策室
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会 学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会 社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
総務課（CATV 担当）
　☎ 43-9028

加悦庁舎

総務課（防災危機管理対策室）
　☎ 43-9011
上下水道課
　☎ 43-9031

野田川庁舎
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InformationInformation

休
日
の
ご
み
収
集

休
日
の
ご
み
収
集

　
11
月
24
日
（
月
）
は
振
替
休
日
の
た

め
、
ご
み
収
集
は
行
い
ま
せ
ん
。
お
間

違
え
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
農
林
環
境
課 
☎
４
３・９
０
２
３

【
令
和
８
年
度
こ
ど
も
園
・
保
育
園
】

【
令
和
８
年
度
こ
ど
も
園
・
保
育
園
】

前
期
入
園
の
募
集
（
令
和
８
年
４
月
～

前
期
入
園
の
募
集
（
令
和
８
年
４
月
～

９
月
入
園
）

９
月
入
園
）

　
令
和
８
年
４
月
～
９
月
の
間
に
入
園

ま
た
は
転
園
を
希
望
す
る
方
は
、
締
め

切
り
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
施
設　
か
え
で
こ
ど
も
園
、
つ
ば

き
こ
ど
も
園
、
の
だ
が
わ
こ
ど
も
園
、

の
だ
が
わ
第
２
こ
ど
も
園
、
こ
ど
も
の

森
保
育
園

入
園
基
準　

● 

入
園
日
に
お
い
て
、
町
内
に
住
民
登

録
が
あ
る
児
童

● 

同
居
親
族
の
い
ず
れ
も
が
勤
務
な
ど

に
よ
り
保
育
が
必
要
な
児
童

● 

３
歳
児
以
上
で
保
育
を
必
要
と
し
な

い
児
童

年
齢
基
準

【
こ
ど
も
園
】 

満
10
ヵ
月
以
上
～
５
歳

児
（
就
学
前
ま
で
）

● 

令
和
８
年
４
月
入
園

　
（
～
７
年
６
月
１
日
生
ま
れ
）

● 

令
和
８
年
５
月
入
園

　
（
～
７
年
７
月
１
日
生
ま
れ
）

● 

令
和
８
年
６
月
入
園

　
（
～
７
年
８
月
１
日
生
ま
れ
）

● 

令
和
８
年
７
月
入
園

　
（
～
７
年
９
月
１
日
生
ま
れ
）

● 

令
和
８
年
８
月
入
園

　
（
～
７
年
10
月
１
日
生
ま
れ
）

● 

令
和
８
年
９
月
入
園

　
（
～
７
年
11
月
１
日
生
ま
れ
）

【
保
育
園
】
２
ヵ
月
以
上
（
産
後
休
業

明
け
）
～
５
歳
児
（
就
学
前
ま
で
）

そ
の
他　
入
園
案
内
お
よ
び
申
込
書
類

は
、
子
育
て
応
援
課
、
本
庁
舎
、
野
田

川
庁
舎
、
各
施
設
、
各
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
に
置
い
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

11
月
21
日
（
金
）
ま
で
に
、

申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

子
育
て
応
援
課
（
☎
４
３・９
０
２
４
）

ま
た
は
各
保
育
施
設
へ
。

【
与
謝
野
町
染
色
セ
ン
タ
ー
】

【
与
謝
野
町
染
色
セ
ン
タ
ー
】

染
料
な
ど
の
無
償
譲
渡
会
の
開
催

染
料
な
ど
の
無
償
譲
渡
会
の
開
催

日
時　
11
月
26
日
（
水
）
午
前
10
時
～

正
午　
※ 

予
約
不
要

会
場　
与
謝
野
町
染
色
セ
ン
タ
ー

対
象
者　
町
内
外
を
問
わ
ず
自
分
で
搬

出
作
業
、
搬
出
車
両
な
ど
を
確
保
で
き

る
方

譲
渡
品　
染
料
、
顔
料
、
彩
色
皿
、
筆

洗
、
ト
ロ
舟 

な
ど

留
意
事
項

● 

駐
車
台
数
（
10
台
）
に
限
り
が
あ
り

ま
す
。

● 

中
古
品
の
た
め
、
不
具
合
が
あ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
譲
渡
後
の
返
品
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

● 

下
見
や
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
産
業
観
光
課 

☎
４
３・９
０
１
２

第
３
回
与
謝
野
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り

第
３
回
与
謝
野
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

　
与
謝
野
駅
整
備
事
業
を
進
め
る
に
あ

た
り
、
皆
さ
ん
の
声
を
反
映
す
る
た
め

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
29
日
（
土
）
午
後
１
時
～

３
時

会
場　
下
山
田
地
区
公
民
館

対
象
者　
与
謝
野
町
在
住
・
通
勤
・
通

学
の
方

テ
ー
マ　
与
謝
野
駅
の
整
備
に
つ
い
て

　
　
企
画
財
政
課 

☎
４
３・９
０
１
５

「
講
座
作
品
展

「
講
座
作
品
展  

～
土
曜
講
座
＆
お
と
な

～
土
曜
講
座
＆
お
と
な

の
ア
ト
リ
エ
～
」
の
開
催

の
ア
ト
リ
エ
～
」
の
開
催

期
間　
11
月
16
日
（
日
）
～
12
月
14
日

（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時　

※ 
月
曜
日
休
館

会
場　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

知
遊
館

※ 

入
場
無
料

内
容　
知
遊
館
で
実
施
し
た
「
土
曜
講

座
（
小
学
生
対
象
）」
と
「
お
と
な
の

ア
ト
リ
エ
（
高
齢
者
対
象
）」
の
受
講

生
の
パ
ス
テ
ル
画
や
水
彩
画
な
ど
の
絵

画
作
品
を
多
数
展
示

　
　
知
遊
館 

☎
４
６・２
４
５
１

給
与
を
支
払
う
事
業
者
の
方
に
向
け
た

給
与
を
支
払
う
事
業
者
の
方
に
向
け
た

「
年
末
調
整
説
明
会
」
の
開
催

「
年
末
調
整
説
明
会
」
の
開
催

日
時　
11
月
27
日
（
木
）
午
後
２
時
～

４
時

会
場　
与
謝
野
町
商
工
会
本
所　

対
象
者　
給
与
を
支
払
う
事
業
者
の
方

　
　
公
益
社
団
法
人
宮
津
納
税
協
会

☎
２
２・４
４
４
９

北
部
一
斉
無
料
法
律
相
談
会
の
開
催

北
部
一
斉
無
料
法
律
相
談
会
の
開
催

　
弁
護
士
に
よ
る
「
北
部
一
斉
無
料
法

律
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
法
律
に

関
す
る
問
題
な
ど
で
お
悩
み
の
方
は
、

相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
事
前
予
約

制
。
相
談
無
料
。
秘
密
厳
守
。

日
時　
12
月
６
日
（
土
）
午
後
１
時
～

４
時

会
場　
岩
滝
保
健
セ
ン
タ
ー
、
役
場
野

田
川
庁
舎
、
加
悦
保
健
セ
ン
タ
ー
（
元

気
館
）

相
談
時
間　
お
ひ
と
り
30
分
以
内

　
　
　
　

12
月
３
日
（
水
）
ま
で

に
、
丹
後
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
７
７
２・６
８・３
０
８
０
）
へ
。

第第
3636
回
丹
後
美
術
工
芸
展
の
開
催

回
丹
後
美
術
工
芸
展
の
開
催

期
間　
11
月
21
日
（
金
）
～
23
日
（
祝
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
た
だ
し
、
最

問

※ 掲載している情報は、10 月 27 日（月）現在のものですお知らせページ ＝問い合わせ先
＝申込先・方法

問
申お知らせページ ＝問い合わせ先

＝申込先・方法
問
申

終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

会
場　
京
丹
後
市
網
野
体
育
セ
ン
タ
ー

内
容　

丹
後
地
域
で
美
術
工
芸
に
携

わ
っ
て
い
る
方
々
の
作
品
展
示

入
場
料　
無
料

　
　
丹
後
文
化
会
館

☎
０
７
７
２・６
２・６
８
５
２

「
聞
こ
え
に
く
い
…
」
悩
み
や
不
便
は

「
聞
こ
え
に
く
い
…
」
悩
み
や
不
便
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

あ
り
ま
せ
ん
か
？

日
時　
12
月
３
日
（
水
）
午
前
９
時
45

分
～
11
時
45
分

（
受
け
付
け 

… 

午
前
９
時
半
～
）

会
場　

与
謝
郡
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン

タ
ー
（
字
岩
滝
２
１
１
３
番
地
２
）

対
象
者　

与
謝
野
町
内
に
お
住
ま
い

で
、
聞
こ
え
に
不
安
を
お
持
ち
の
方
、

難
聴
者
や
中
途
失
聴
者
の
方
と
そ
の
ご

家
族
、
要
約
筆
記
者
、
福
祉
に
関
心
の

あ
る
方
。

内
容　

聞
こ
え
の
話
（
ミ
ニ
講
演
40

分
）、
交
流
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
）

参
加
費　
無
料

　
　
　
　

11
月
26
日
（
水
）
ま
で

に
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
で
福
祉

課
（
☎
４
３・
９
０
２
１
／
Ｆ
Ａ
Ｘ

４
２・０
５
２
８
）、
ま
た
は
与
謝
郡
聴

覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
（
☎
・
フ
ァ
ク

ス
４
６・
５
３
９
０
）
へ
。
な
お
、
郵

送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
難
聴
者

教
室
参
加
の
旨
と
氏
名
、住
所
、年
齢
、

電
話
番
号
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）、
個
別
相

談
の
有
無
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

家
屋
の
新
築
・
増
築
・
取
り
壊
し
を
さ

家
屋
の
新
築
・
増
築
・
取
り
壊
し
を
さ

れ
た
ら
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

れ
た
ら
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

　
家
屋
に
関
す
る
固
定
資
産
税
は
、
毎

年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
ま
で
に
新
築

ま
た
は
増
築
さ
れ
た
家
屋
に
対
し
て
建

築
し
た
翌
年
度
か
ら
課
税
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
同
期
間
に
取
り
壊
し
を
し
た
場

合
は
翌
年
度
か
ら
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

本
年
中
に
、
家
屋
の
新
築
、
増
築
ま
た

は
取
り
壊
し
を
さ
れ
た
方
、
12
月
末
日

ま
で
に
す
る
予
定
の
あ
る
方
は
、
住
民

税
務
課
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
な
お
、
新
築
ま
た
は
増
築
は
、
家
屋

評
価
の
現
地
調
査
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
住
民
税
務
課 

☎
４
３・９
０
２
０

【
令
和
７
年
分
の
確
定
申
告
】

【
令
和
７
年
分
の
確
定
申
告
】

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て

ｅｅｰー

Ｔ
ａ
ｘ
さ
れ
る
方
へ

Ｔ
ａ
ｘ
さ
れ
る
方
へ

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
、

自
宅
な
ど
で
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
さ
れ
る
方

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
電
子
証

明
書
の
有
効
期
限
切
れ
や
失
効
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
有
効
期
限
切
れ
や
失
効

し
て
い
る
場
合
は
、
申
告
書
を
送
信
で

き
ま
せ
ん
。

　
な
お
、役
場
住
民
税
務
課
住
民
係（
本

庁
舎
・
加
悦
庁
舎
・
野
田
川
庁
舎
）
で

再
設
定
・
更
新
手
続
き
が
可
能
で
す
。

　
　
宮
津
税
務
署 

☎
２
２・３
２
７
１

薬
物
乱
用
は
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

薬
物
乱
用
は
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

　
薬
物
乱
用
は
、
周
囲
の
人
か
ら
誘
わ

れ
て
好
奇
心
や
興
味
本
位
で
手
を
染
め

る
ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。「
や

せ
ら
れ
る
」「
気
分
が
良
く
な
る
」
な

ど
の
甘
い
誘
い
文
句
や
、
大
麻
を
「
野

菜
」「
ク
サ
」な
ど
と
呼
ん
だ
り
、ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
の
絵
文
字
で
表
現
す
る
な
ど
、

乱
用
薬
物
と
は
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
誘

わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
薬
物
乱
用

に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
絶
対
に
手
を

出
さ
な
い
と
い
う
自
覚
が
大
切
で
す
。

　
　
丹
後
保
健
所

☎
０
７
７
２・６
２・１
３
６
１

自
衛
官
等
の
募
集

自
衛
官
等
の
募
集

《
自
衛
官
候
補
生
》

年
齢
資
格

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

受
付
期
間　
常
時
受
け
付
け

※ 

ほ
か
に
も
募
集
し
て
い
る
種
目
が

あ
り
ま
す
の
で
、
採
用
案
内
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
地
域
事
務
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　
　
　
京
丹
後
地
域
事
務
所

☎
０
７
７
２・６
４・２
４
９
８

採用案内ページ

問
・
申

問

問 問

問
・
申

問
・
申

問
・
申

問

問

問

問

問２
０
２
５
年
パ
キ
ス

２
０
２
５
年
パ
キ
ス

タ
ン
洪
水
救
援
金

タ
ン
洪
水
救
援
金

受
付
期
間

11
月
28
日
（
金
）
ま
で

《
受
付
口
座
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
）》

口
座
番
号　
０
０
１
１
０・２・５
６
０
６

加
入
者
名　
日
本
赤
十
字
社

※ 

通
信
欄
に
「
２
０
２
５
年
パ
キ
ス

タ
ン
洪
水
救
援
金
」
と
明
記
し
て
く
だ

さ
い

　
　
日
本
赤
十
字
社 

京
都
府
支
部

☎
０
７
５・４
６
８・１
１
８
２

令
和
７
年
台
風
第

令
和
７
年
台
風
第
1515

号
災
害
静
岡
県
義
援

号
災
害
静
岡
県
義
援

金金
（
日
本
赤
十
字
社
）

（
日
本
赤
十
字
社
）

受
付
期
間　
12
月
８
日
（
月
）
ま
で

《
受
付
口
座
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
）》

口
座
番
号　

０
０
１
６
０・９・５
８
９
０
５
２

加
入
者
名　
日
赤
令
和
７
年
台
風
第
15

号
災
害
静
岡
県
義
援
金

　
　
日
本
赤
十
字
社 

京
都
府
支
部

☎
０
７
５・４
６
８・１
１
８
２

令
和
７
年
台
風
第

令
和
７
年
台
風
第
1515

号
災
害
静
岡
県
義
援

号
災
害
静
岡
県
義
援

金金
（
共
同
募
金
会
）

（
共
同
募
金
会
）

受
付
期
間　
12
月
８
日
（
月
）
ま
で

《
受
付
口
座
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
）》

日本赤十字社
ホームページ

日本赤十字社
ホームページ

共同募金会
ホームページ

問問
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京都地方税機構 丹後地方事務所
京丹後市役所 大宮庁舎 ３階
問　☎ 0772-68-1041

滞納税相談窓口

今月の納期
12月１日（月）まで

国 民 健 康 保 険 税：第６期
介 護 保 険 料：第６期
後期高齢者医療保険料：第５期

InformationInformation

広告掲載
募集中

● サイズ　W60mm × H45mm
● 料　金　月額 5,000 円／枠
● その他　最大３枠まで掲載可
問　総務課 ☎ 43-9010

町ホームページ

《
史
跡
探
訪
（
町
内
の
廃
村
探
訪
）》

日
時　
12
月
７
日
（
日
）
午
前
９
時
～

正
午

集
合
場
所　
加
悦
椿
文
化
資
料
館

内
容　
町
内
の
廃
村
探
訪
「
深み

山や
ま

か
ら

鹿か

の
熊く

ま

へ
」

　
　

加
悦
地
域
郷
土
史
研
究
会 

細
井

☎
４
４・１
１
５
０

《
秋
季
囲
碁
大
会
》

日
時　
11
月
23
日
（
祝
）
午
前
10
時
～

午
後
５
時

※ 

午
前
９
時
半
か
ら
受
け
付
け

会
場　
加
悦
地
域
公
民
館

内
容　
Ａ
（
四
段
以
上
）、
Ｂ
（
二・三

段
）、
Ｃ
（
初
段
以
下
）
の
級
別
囲
碁

大
会

参
加
料　
一
般
１
３
０
０
円
、
高
校
生

以
下
７
０
０
円

　
　
加
悦
囲
碁
ク
ラ
ブ 

堀
井

☎
４
２・２
８
２
８

口
座
番
号

０
０
９
２
０・６・３
３
５
９
６
３

加
入
者
名　
静
岡
県
共
同
募
金
会
台
風

第
15
号
災
害
義
援
金

　
　
静
岡
県
共
同
募
金
会

☎
０
５
４・２
５
４・５
２
１
２

令
和
７
年
台
風
第

令
和
７
年
台
風
第
1212

号
災
害
鹿
児
島
県
義

号
災
害
鹿
児
島
県
義

援
金
援
金
（
日
本
赤
十
字
社
）

（
日
本
赤
十
字
社
）

受
付
期
間

12
月
26
日
（
金
）
ま
で

《
受
付
口
座
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
）》

口
座
番
号

０
０
１
９
０・７・５
１
５
８
６
８

加
入
者
名　
日
赤
令
和
７
年
台
風
第
12

号
災
害
義
援
金

　
　
日
本
赤
十
字
社 

京
都
府
支
部

☎
０
７
５・４
６
８・１
１
８
２

令
和
７
年
台
風
第

令
和
７
年
台
風
第
1212

号
災
害
鹿
児
島
県
義

号
災
害
鹿
児
島
県
義

援
金
援
金
（
共
同
募
金
会
）

（
共
同
募
金
会
）

受
付
期
間　
12
月
26
日
（
金
）
ま
で

《
受
付
口
座
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
）》

口
座
番
号

０
０
９
４
０・５・３
２
６
６
８
１

加
入
者
名　
鹿
児
島
県
共
募
令
和
７
年

台
風
第
12
号
災
害
義
援
金

　
　
鹿
児
島
県
共
同
募
金
会

☎
０
９
９・２
５
７・３
７
５
０

日本赤十字社
ホームページ

共同募金会
ホームページ

※ 掲載している情報は、10 月 27 日（月）現在のものですお知らせページ ＝問い合わせ先
＝申込先・方法

問
申お知らせページ ＝問い合わせ先

＝申込先・方法
問
申

【広告枠】

　与謝野町では、ごみの減量化や環境保全を目的とした活動に対する補助制度与謝野町では、ごみの減量化や環境保全を目的とした活動に対する補助制度
を設けています。各種活動を予定している方や団体の皆さんは、ぜひ積極的にを設けています。各種活動を予定している方や団体の皆さんは、ぜひ積極的に
ご活用ください。なお、各補助制度の申請書などは農林環境課にあるほか、町ご活用ください。なお、各補助制度の申請書などは農林環境課にあるほか、町
ホームページからダウンロードできます。ホームページからダウンロードできます。

－ ごみ処理・回収に関する各種補助金のお知らせ －

町ホームページ

● 「ごみステーション設備設置」への補助制度

制 度 内 容

ごみ収集の効率化とごみの散乱防止を目的とし、周辺
環境の保全を図るため、住民組織など地区・隣組単位
で設置する「ごみステーション」の設置を補助する制
度です。

補助対象者 隣組など住民組織の単位　※ 個人は対象外

補 助 金 額 設置費用の２分の１以内　※ 1,000 円未満は切り捨て

補助上限額 １基あたり２万円

● 「生ごみ処理容器の購入」への補助制度

制 度 内 容
町内のご家庭・事業所から出るごみを少しでも減らすため、
生ごみを処理する「処理容器・機器」の購入を補助する制度
です。

補助対象者 与謝野町在住の方および町内に住所を有する事業所

補助対象品 たい肥化容器（コンポスト）：２基／年、電気式処理機：１基／年

補 助 金 額 購入価格の２分の１以内　※ 100 円未満は切り捨て

補助上限額 たい肥化容器 5,000 円、電気式処理機１万 5,000 円

問　農林環境課 ☎ 43-9023

美しい環境と自然を次世代へ美しい環境と自然を次世代へ

問問

問 問 問

知
遊
館
ク
リ
ス
マ
ス

知
遊
館
ク
リ
ス
マ
ス

ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催

ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催

　
舞
鶴
市
出
身
の
ジ
ャ
ズ
ト
ラ
ン
ぺ
ッ

タ
ー
永な

が

野の

雄ゆ
う

己き

率
い
る
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド

に
よ
る
、
ク
リ
ス
マ
ス
ジ
ャ
ズ
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
入
場
無
料
。

日
時　
12
月
13
日
（
土
）
午
後
１
時
半
～

（
午
後
１
時
開
場
予
定
）

会
場　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

知
遊
館

出
演
団
体　

Ｌリ

ッ

ト
ｉ
ｔ 
Ｌラ

イ

ン

ｉ
ｎ
ｅ 

Ｓス

ウ

ィ

ン

ガ

ー

ズ

ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｒ
ｓ

演
奏
予
定
曲　
聖
者
の
行
進
、
ジ
ン
グ

ル
ベ
ル
、サ
ン
タ
が
街
に
や
っ
て
く
る
、

ホ
ワ
イ
ト
ク
リ
ス
マ
ス 

な
ど

そ
の
他　
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
車
の
方
は
乗
り
合
わ
せ
て
お
越

し
く
だ
さ
い
。
申
込
不
要
。

　
　
知
遊
館　
４
６・２
４
５
１

文
化
祭
関
連
行
事
の
開
催

文
化
祭
関
連
行
事
の
開
催

《
京
都
真
琴
会
大
正
琴
演
奏
会
》

日
時　
12
月
２
日
（
火
）
午
前
11
時
～

11
時
半　
※ 

入
場
無
料

会
場　
上
山
田
公
民
館

内
容　
大
正
琴
の
演
奏
会

　
　
京
都
真
琴
会 

廣
谷

☎
４
２・７
２
７
１

与
謝
野
町

合
併
20
周
年
記
念
事
業

問問

2929　　　　　　広報よさの NOVEMBER 2025広報よさの NOVEMBER 2025 2828広報よさのNo.237広報よさのNo.237



第 15 回与謝野町駅伝競走大会

岩滝が終盤の接戦を制し、

P h o t o
Repor t

　10 月５日、旧与謝保育園をスタートし、岩滝体育館をゴールとする「第 15 回与謝野町駅伝競走大会」が開催され、
選手たちは沿道から多くの声援を受けながら、たすきをつなぎゴールをめざしました。

⑥

⑦

⑧

※ 今月の「＃わたしの与謝野」は紙面の都合上、お休みします

大大 果果結結会会
（「新」は新記録、「同」は同タイム、敬称略）

● チーム順位

● 区間賞

優　勝
２　位
３　位
４　位
５　位
６　位
７　位
８　位
オープン

オープン

オープン

岩滝（54 分 02 秒）

市場 A
加悦
山田
三河内
与謝
桑飼
石川
市場Ｂ
岩屋
加悦桑飼

※ 記録の詳細は、与謝野町ス
ポーツ協会（☎ 46-6006）ま
でお問い合わせください

１区

２区

３区

４区

５区

６区

７区

〃

８区

９区

10 区

11 区

12 区

大
おお

江
え

 博
ひろひこ

彦（加悦）

渋
しぶたに

谷 卓
たか

史
し

（加悦）

北
きた

尾
お

 亜
あ や こ

弥子（加悦）

福
ふく

井
い

 那
とも

（市場 A）

高
たかおか

岡 幸
こう

二
じ

（岩滝）

堀
ほり

井
い

 祥
しょう

平
へい

（市場 A）

大
おお

江
え

 秀
しゅう

冶
じ

（加悦）

白
しら

数
す

 正
まさふみ

文（山田）

桝
ますやま

山 功
こう

太
た

（岩滝）

矢
や の

野 実
み ほ か

穂香（岩滝）

桑
くわがた

形 瑛
えい

太
た

（加悦）

亀
かめ

井
い

 祐
ゆう

貴
き

（三河内）

西
にしはら

原 太
た

一
いち

（市場 A）

新

新

同

新

新

新

同

同

　本大会には、町内の旧小学校区から 11 チーム（オープン参加を含む）が出場。序盤は加
悦と岩滝がレースを引っ張り、中盤には前回王者の市場 A がトップに立ちました。終盤の
９区では、岩滝の矢

や の み ほ か

野実穂香さんが区間新記録の快走を見せ、再びトップに浮上。岩滝が
猛追する市場 A を振り切り、２年ぶり３度目の優勝を果たしました。
　８年ぶりに出場した小

こ

牧
ま き

波
は あ と

亜斗（桑飼）さんは「陸上を続けるため、高校・大学と地元
を離れていた。久しぶりの出場でしたが多くの声援をいただき、たすきをつなぐことがで
きました」と、笑顔で大会を振り返りました。

②③

④⑤

⑧

①

⑨

新

同

３度目の優勝

発
行

 与
謝

野
町

役
場

　
編

集
 総

務
課

〒
629-2292

京
都

府
与

謝
郡

与
謝

野
町

字
岩

滝
1798

番
地

1
11

 2025  N
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U
RL https://w

w
w

.tow
n.yosano.lg.jp/

Em
ail som

u@
tow

n.yosano.lg.jp
TEL 0772-43-9010

（
直

通
）

FAX 0772-46-2851

①たすきを受け取り走り出すラン
ナー　②選手宣誓をする三河内チー
ム　③優勝した岩滝チームの皆さん
④たすき渡しをする山田チーム
⑤ゴールテープを切る市場Ａのラン

ナー　⑥たすき渡しをする加悦チーム
⑦前のランナーを追う桑飼（左）のランナー
⑧競り合う石川（左）と岩屋（右）ランナー
⑨ゴールテープを切る岩滝のランナー


